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厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業） 

 

総括研究報告書 

 

バイオテロに使用される可能性のある病原体等の新規検出法と標準化に関する研究 

 

研究代表者：倉根一郎（国立感染症研究所 副所長） 

 

 

研究要旨：バイオテロに利用される可能性のある病原体等は感染し発症すれば非

常に高い致死率を示す。バイオテロ対策として、病原体の早期検知法の確立と迅

速診断システムの整備が必須である。また、早期検出により、感染拡大を防止し、

社会的なパニックを防止する必要がある。本研究では、バイオオテロの迅速な検

出を可能とし、さらに感染防止策等の迅速な対応策の策定を可能とすることを目

的として、１）特定病原体等に対する遺伝子検出法、抗原抗体検出法、毒素迅速

検出法等の迅速診断法の確立と標準化を行った、２）網羅的検出法として、網羅

的ウイルス検出法、網羅的細菌検出法、超高速ゲノム解読法の確立を行い、さら

に未知の病原体等検出法、病原体のデータベース等の開発と確立を行った、３）

病理学的病原体検出法、特に免疫組織化学的検出法、および電子顕微鏡を用いた

病原体検出法の確立を行った、４）地方衛生研究所への真菌検査技術の移転や、

技術移転時における問題点も明らかにした、５）診断検査支援のため、 ホーム

ページを整備し、バイオテロ対応関係機関との情報交換を密にするシステムの確

立を行った。特に、本年度は新たに重症熱性血小板減少症候群（SFTS）をホーム

ページに追加し、また日本紅斑熱も加えた。これにより一種から三種病原体のす

べてを網羅した。 
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研究協力者: 

安藤匡子：国立感染症研究所 

飯塚節子：島根県保健環境科学研究所  
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小河正雄：大分県衛生環境研究センター  

小川基彦：国立感染症研究所 

小林慎一：愛知県衛生研究所 

奥谷晶子：国立感染症研究 
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川本恵子：帯広畜産大学 
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小林慎一：愛知県衛生研究所 
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佐藤正明：国立感染症研究所 

下島昌幸：国立感染症研究所 
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谷口怜：国立感染症研究所 
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中島典子：国立感染症研究所 

長谷川秀樹：国立感染症研究所 
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山下育孝：愛媛県立衛生環境研究所 

吉河智城：国立感染症研究所 

 

Ａ．研究目的 

米国における炭疽菌芽胞混入郵便物によ

るバイオテロの後、わが国における摸倣事

件が発生した。その後対応体制が構築され、

「特定病原体等」の管理が整備された。迅

速診断法に関する基盤整備は、バイオテロ

の脅威に対抗する上で必須といえる。一次

対応機関で用いることが予想される検査キ

ットの多くは今後の検証が必要であり、病

原体等の由来を知るための塩基配列の情報

も十分公開されていない。従って、我が国

の現状に即した検査法の確立と標準化、対

応アルゴリズムをわが国独自に開発してい

くことが必要となる。バイオテロは病原体

等が散布されて患者発生までに潜伏期があ

り、さらに稀な病原体が使用されるため、

早期検知には一次医療機関の医師等への臨

床診断支援が必須である。患者検体、時に

は環境検体から原因病原微生物の迅速な検

出と同定、かつ確認のために患者の血清抗

体検査や病原体等の分離同定が必要となる。

さらに病原体の由来を知るための塩基配列

の解析とデータベースの確立も重要となる。

これまで、いくつかの病原体に対する迅速

診断法が開発されてきたが、バイオテロに

用いられる可能性のある病原体がすべて網

羅されているわけではいない。一方、スク

リーニングを目的とした網羅的検出法は特

異性等の検討がいまだ十分ではない。 

本研究の目的は以下の通りである。１）

特定病原体等に対する、遺伝子検出法、抗

原抗体検出法、毒素迅速検出法等の迅速診

断法の確立と標準化を行う。２）網羅的検

出法として、網羅的ウイルス検出法、網羅

的細菌検出法、超高速ゲノム解読法の確立



 3 

を行い、さらに未知の病原体等検出法、病

原体のデータベース等の開発と確立を行う。

３）電子顕微鏡を用いた検出法、免疫組織

化学的検出法を確立する。４）検体調整法

とスクリーニング法の普及、検査マニュア

ルの整備を行い、地方衛生研究所や検査機

関での対応と検査ネットワークの整備を行

う。５）診断検査支援のため、 バイオテロ

対応ホームページを整備し、関係機関との

情報交換を密にするシステムを確立する。

本研究により、我が国におけるバイオテロ

の迅速な検出が可能となり、バイオテロ対

策のための検査診断基盤を確立する。 

 

Ｂ．研究方法 

研究は研究代表者、研究分担者 14名の計

15 名によって行なわれた。研究においては

各人の担当分野を研究代表者が有機的に結

合づける形で遂行された。 

研究は、１）ヒト検体および環境検体を

用いた特定病原体、細菌毒素等の迅速診断

法の確立、２）病原体の網羅的検出法およ

び未知の病原体検出法の確立、３）病理学

的手法や電子顕微鏡を用いた病原体検出法

の確立、４）バイオテロ検査マニュアルの

整備および地方衛生研究所等とのネットワ

ーク確立、技術移転、５）臨床診断支援方

法の開発および有効な治療方法の確立を中

心に行った。具体的には、以下の具体的方

法で研究を遂行した。 

１）ヒト検体および環境検体を用いた特定

病原体、細菌毒素等の迅速診断法の確立 

①ウイルス特定病原体の鑑別診断法の開

発：ウイルス性出血熱、痘瘡ウイルス等の

鑑別診断の目的としたリアルタイム検出法

の改良と、各種検出機器にあわせたプロト

コールの汎用化を図る。 

②蚊媒介性感染ウイルスの迅速検査法の確

立：等蚊媒介性感染ウイルスの迅速診断法

確立と標準化を行う。 

③人獣共通感染症の迅速診断法の開発：人

獣共通感染症（炭疽、狂犬病）等に対する

ヒト検体、野外動物検体を用いた迅速検査

診断法を確立し方法の標準化を行う。 

④鼻疽・類鼻疽迅速診断・同定法の確立：

類鼻疽菌の分離培養同定および核酸診断法、

鼻疽菌の診断法および鑑別法を確立する。 

⑤リケッチア、クラミジアの迅速診断法の

開発：リケッチア、Q熱コクシエラ、オウム

病クラミジアのreal time PCR法、Multiplex

検出系を確立する。 

⑥真菌の迅速検査法の確立：コクシジオイ

デス等真菌の迅速検出系を確立し、さらに

標準化と技術移転を行う。地方衛生研究所

への技術移転と検証を行う。 

⑦細菌毒素の迅速検出法の開発：PCR 法によ

るボツリヌス毒素のサブタイプ検出、血中

抗毒素価定量、毒素迅速検出イムノクロマ

ト法を確立し地方衛生研究所への普及をは

かる。 

２）病原体の網羅的検出法および未知の病

原体検出法の確立 

①網羅的細菌迅速診断法の確立：網羅的 PCR

法、特異抗体の作製、それらを用いた検出

系について、実証試験を行い検出系の検証

と精度管理法を確立する。 

②超高速病原体ゲノム解読システムの構築

と包括的核酸迅速診断法の確立：次世代シ

ーケンサによる超高速病原体ゲノム解読シ

ステムと炭疽菌等の日本固有株の全ゲノム

配列データベースのシステム評価を行う。

同時に未知の病原体も検出できるシステム
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を構築する。 

３）病理学的手法や電子顕微鏡を用いた病

原体検出法の確立 

①ヒト病理検体の迅速診断法の開発：バイ

オテロに使用される可能性のある病原体に

対する免疫組織学的方法を確立する。 

②迅速電顕検査法の確立：ネガティブ染色

電顕で病原微生物を確認する迅速診断法の

確立と入手可能な特定病原体等のレファレ

ンス用写真リストを作製する。 

４） バイオテロ検査マニュアルの整備およ 

び地方衛生研究所等とのネットワーク確立、

技術移転 

地方衛生研究研は検査の一次対応機関で

あるが、バイオテロ病原体の検体調整法の

マニュアル作成と普及、地研で対応可能な

病原体等の検出実技研修を通して技術移転

を行う。また、地方衛生研究所間、および

国立感染症研究所、関連機関との検査ネッ

トワークを樹立する。 

５）臨床診断支援方法の開発および有効な

治療方法の確立 

①バイオテロ関連疾患の臨床診断支援法の

開発：バイオテロ対応ホームページを発展

させ、Q&Aを作製するとともに診断アルゴリ

ズムを高度化し、状況に応じた機能評価を

行う。また、臨床診断支援ネットワークを

樹立する。 

②バイオテロ対応ホームページのアップデ

ートと治療法の確立：対象疾患の追加、医

療機関や検査センターでの検査対応能力の

評価、ワクチン関連情報のアップデート、

そして抗菌薬情報の検証とアップデートを

行う。また、情報公開の方法に関する研究

開発を行う。 

 

 

Ｃ．研究結果 

１）ヒト検体および環境検体を用いた特定

病原体、細菌毒素等の迅速診断法の確立： 

（１）新興アレナウイルスに対応可能なウ

イルス抗原検出法の開発：新種アレナウイ

ルスなども検出可能な手法を開発するため

に、アレナウイルス N 蛋白の高度保存領域

に対する抗体を作製した。アレナウイルス

の NP に高度に保存される部位のペプチド

に対する抗体（抗 peptide 311-324 抗体）

は LCMV-NP 以外のアレナウイルスのリコン

ビナント NP に強く反応し、新種のアレナウ

イルスであるルジョウイルス、ルナウイル

スにも強く反応することが明らかになった。

Authentic ウイルス抗原を用いた検討でも、

抗 peptide 311-324 抗体旧世界アレナウイ

ルスである MOPV, MOBV および、新世界アレ

ナウイルスである Candid#1 に反応した。 

 

（２）炭疽菌の治療薬に関する研究： 

炭疽菌の治療薬は、シプロフロキサシンお

よびドキシサイクリンなどの抗生剤が使用

可能であるが、人為的な薬剤耐性菌の出現

に対する備えのため、新たな作用機序をも

つ抗菌物質の探索が重要である。生体由来

や食品由来の抗菌物質の中で炭疽菌の「芽

胞」「栄養型」「莢膜」のそれぞれの菌形態

に効果のある抗菌物質の候補として Anti 

Microbial Peptides(抗菌性ペプチド)の抗

菌効果を検証した。また、同じく抵抗性を

犬由来 AMP も検討した。炭疽感受性動物で

ある牛、山羊、羊由来 AMP とヒト、マウス

由来の AMP を人工合成してそれらの抗菌効

果を検討したところ、豚由来の Protegrin-1

が最も高い抗菌効果を示した。 
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（３）ボツリヌス菌・毒素(BoNT) の検査法

の改良： 

ボツリヌス毒素 (BoNT) を迅速簡便に検

出するために、SNAP25 と synaptobrevin を

連結した組換えタンパク質を作製した。こ

れを使用した検出法では、全ての血清型の

BoNT の検出が可能であり、精製 BoNT の場

合 A 型、E 型で数マウス LD50/ml、E 型、F

型で数十マウスLD50/ml程度の量を3時間以

内に検出することができた。この方法は精

製 BoNT に対してはマウス法に匹敵する検

出感度を示すが、検体に夾雑物が存在する

場合、検出感度が大きく低下することから、

今後この点の改良が必要である。 

 

（４）リケッチア・コクシエラ・クラミジ

アの迅速検出法の開発：Q 熱コクシエラ

(Coxiella burnetii)のゲノム解析による

基盤情報の整備： 

C. burnetii NM-NIID および TK-1 ともに

コクシエラのゲノムサイズと同等のアッセ

ンブルが問題なく可能であった。これらの

情報を登録されている Nine Mile I 相菌

(RSA493)の完全長のゲノム配列に沿って

contig を並び替え，比較解析を行ったとこ

ろ，SNPｓ系統樹解析では，比較解析した３

つの C. burnetii のゲノムは極めて近いク

ラスターに収束したが，同じ由来とされる

NM-NIID と I 相菌(RSA493)では，112 の塩基

置換があり，Ⅱ相菌においては pQpH1 が欠

落していた。TK-1 は，国内で初めて自然発

症者から分離された菌株であるが，

Nine-Mile 株 と 近 縁 で あ る も の の ，

Nine-Mile 株Ⅱ相菌(NM-NIID)とは塩基置換

数が 225 箇所存在した。全長でみると，３

つのゲノム配列は高度に保存されているも

のの，NM-NIID では複数の核酸代謝系の領

域が欠失していたり，さらに TK-1 株では

pseudogene 領域の変異と欠失，prophage 領

域の変異も見られた。 

 

（５）バイオテロの可能性のある真菌感染

症の迅速診断法の確立：Coccidioides の

LAMP 法による高感度検出系の構築： 

バイオテロに用いられる可能性のある病

原真菌として、BSL3 に分類されるコクシジ

オ イ デ ス （ Coccidioides immitis, 

C.posadasii ）、 ヒ ス ト プ ラ ス マ

（Histoplasma capsulatum）が想定される。

これらの病原真菌は感染性が高く、分離培

養で大量の分生子を飛散させる危険性があ

ることから、培養をしない検査技術が必要

とされる。喀痰などの臨床検体からヒスト

プラスマなどの高病原性真菌 DNA の検出法

を検討し、より簡便で成績の良い DNA 検出

法を開発し、バイオテロを含めた集団感染

事例が起きた際の迅速診断に役立てること

を目的とし、LAMP 法によるコクシジオイデ

スおよびヒストプラスマ DNA の高感度検出

系を確立した。 

 

（６）鼻疽・類鼻疽の迅速診断法開発： 

B. pseudomallei, B. malleiは CDC のカ

テゴリーB に指定されておりバイオテロに

使用される懸念のある細菌である。地方衛

生研究所等で検査が可能であるように、普

及している核酸検出法での確立をめざし、

LAMP (Loop-mediated isothermal 

amplification) 法 を 選 択 し た 。 B. 

pseudomallei と B. mallei の LAMP 法は前

年度までに基礎検討が終了した。今年度は、
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検査時にこの B. pseudomalleiの LAMP 法を

既報の検出法に加えて実施し、性能の比較

検討を行った。既報の検査法と判定結果は

同じであった。また、我々の LAMP 法は既報

の LAMP 法よりも感度がよく、判定もクリア

であった。過去の保存検体を用いた検討で

は過去の判定と同じ判定結果が得られた。 

 

（７）原因不明感染症の診断法に関する研

究： 

不明病原体による感染症発生の際に，EU，

米国等の感染症研究機関でどのような診断

体制でどのような対応を行うか，また各国

の診断技術について情報交換を行うため，

GHSAG Unknown Pathogen Workshop (不明病

原体感染症診断技術に関するワークショッ

プ)に参加した．本ワークショップでは，事

前に不明病原体感染症発生のシナリオと不

明病原体を含む検体を各国に送付し，各国

の感染症研究機関で行った検査結果につい

て報告しあう形式で行われた．不明病原体

に関する診断アルゴリズムが整備されてお

り，対応部局が明確にされていた国もあっ

た．日本は感染研において病原体検出を試

みたが，検体輸送の遅延の問題および，不

明病原体の輸入が不可能であったことから

正確な病原体検出成績が得られなかった。

不明病原体の検査には次世代シーケンサー

が必ず用いられるようになったが，機種，

手法，リード数が多様である．ランニング

コスト，所要時間も考慮しなければならな

い．このため，各国の次世代シーケンサー

による検査結果データを共有し，効率的な

検査の構築に役立てていくことになった。 

 

２）網羅的ウイルス検出法、網羅的細菌検

出法、超高速ゲノム解読法の確立： 

（１）超高速病原体ゲノム解読システムの

構築と包括的な核酸迅速診断法の確立：未

知病原体や変異病原体によるバイオテロに

対し的確な対処法を整備する上で、使用さ

れた病原体を網羅的かつ迅速に配列解読す

ることは最も的確なアプローチの一つであ

る。次世代型網羅的病原体検査法の骨格が

既に構築済みであり、国立感染症研究所病

原体ゲノム解析研究センターで検査可能で

あるが、バイオテロ発生（および疑い事例

を含む）において現場対応が迅速であれば

あるほど有効な対応策だと考えている。感

染研・ゲノムセンターでは現場（病院・地

方衛生研究所等）でも情報解析できるよう、

ネットワーク経由で病原体鑑別するための

情 報 解 析 パ イ プ ラ イ ン (Metagenomic 

Pathogen Identification pipeline for 

Clinical specimen: MePIC) を開発し Web

情報解析サービスを開始した。情報解析を

習熟していない検査技師であっても簡単な

講習会により利用できるよう利便性を考え

て作成した。また、バイオテロ病原体の臨

床分離株のゲノム情報を活用し、ゲノムワ

イドな SNPs 検索と分子系統樹作成も可能

にするシステム Global core-Genome SNPs 

Analysis (GcoGSA)を開発し、現在、炭疽菌

（Bacillus anthracis） のみ Web 解析サー

ビスを開始した（関係者のみの運用予定）。 

順次、他カテゴリーA 病原体であるペスト

菌、野兎病菌、コクシエラ、類鼻疽菌、ボ

ツリヌス菌のゲノム情報を用いた GcoGSA

を展開する。 

 

（２）細菌性バイオテロに対する迅速同定法･

診断法およびワクチンの開発： 
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細菌性バイオテロに焦点をあて、危険病

原体およびその毒素の迅速同定法・診断法

の確立およびワクチンの開発研究を目的と

して研究を遂行した。また、植物毒素であ

るリシン毒素の迅速検出法開発についても

併せて行った。本年度は以下の結果が得ら

れた。天然型リシンの認識が可能と思われ

る抗リシン B サブユニット特異抗体を作製

した。マウス肺炭疽モデルにおいて EA1 は

現行ワクチンの主成分である PA 単独に比

べ優れた防御効果を示した。粘膜中の EA1

抗体価を維持するためには 2-3 ヶ月毎の追

加免疫が必要である。コレラ毒素に対して

特異性の高いイムノクロマト法を開発した。

腸管出血性大腸菌感染症患者便から免疫学

的迅速同定法（Bead-ELISA 法）により直接、

シガ様毒素の検出を行った。現場や野外で

使用できる迅速・簡便な核酸クロマト法を

開発した。 

 

３）病理学的手法や電子顕微鏡を用いた病

原体検出法の確立： 

（１）病原体の病理学的検出法の確立：病

理学的解析のためのオリゴプローブを用い

た in situ 遺伝子検出系： 

迅速 in situ hybridization-AT tailing

法は、オリゴヌクレオチドプローブを用い

た高感度で特異性の高い in situ 遺伝子検

出系である。これを用いて重症熱性血小板

減少症候群ウイルスを実際のヒト剖検病理

組織切片上で検出した。また中東呼吸器症

候群コロナウイルスの in situ 検出系も国

内ヒト感染例の発生に備えて確立した。新

しいウイルス感染症を特異的に検出する病

理学的方法を新たに開発した。 

 

（２）病原体の電子顕微鏡学的迅速検出法

の確立： 

バイオテロに使用される可能性のある病

原体等を中心とした電子顕微鏡を用いた迅

速検出法の確立を目的とした。 

検査従事者の教育訓練法の一つとして

平成 23〜25 年度に参加した Robert Koch 研

究所によるウイルスの透過型電子顕微鏡診

断法技術の外部評価を総括し、その利用法

について考察した。過去 3 回の EQA-EMV で

合計 18 サンプルを検索したが、うち 1サン

プルが誤答であった（フラビウイルス）。し

かしながら、このサンプルはサンプル自体

が不適当とされ評価から除外された。よっ

て、3回とも評価対象に関しては 100％の正

答率であり診断技術は良好と高い評価がな

された。 

 

４）バイオテロ検査マニュアルの整備およ

び地方衛生研究所等とのネットワーク確立

と技術移転： 

バイオテロに使用される病原体の可能性

のある真菌属、なかでも Coccidioides に

よるバイオテロを含めた健康危機対応のた

め、(1).に病原体検出技術向上を計った。

各ブロックの研究協力者が技術的な指導的

立場の構築のため、検査技術の習熟・徹底

を目指し実技研修を行った。(2).これらの

実技研修から得られた技術・知識を、真菌

検査に馴染みのない地方衛生研究所がバイ

オテロ対象真菌検査に取り組める事を目的

とした真菌検査マニュアルの作成を行った。 

 

５）臨床診断支援方法の開発および有効な

治療方法の確立 

（１）バイオテロ関連疾患の臨床診断支援
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方法の開発：バイオテロ関連感染症の臨床

診断と治療： 

生物テロに関連する疾患について、イン

ターネット上で手軽に情報を得ることを目

的とした『生物テロ関連疾患の診断・検査・

治療マニュアル』のホームページを改訂し

た。昨年度までに、感染症法に基づく特定

病原体等のうち、一種、二種および三種に

含まれる計 35 種類のバイオテロ関連疾患

に関する情報を掲載していたが、今年度は

新たに特定病原体等に指定された重症熱性

血小板減少症候群（SFTS）を含む 2 疾患を

追加した。これにより一種から三種の病原

体すべてと四種病原体の大部分を網羅した。

さらにバイオテロ診断支援の一環として、

関連各施設・機関との連携体制の構築につ

いて具体的方法を検討した。具体的には、

2010年までに本研究において作成していた

15 疾患（(1) ウイルス性出血熱、(2) ウエ

ストナイル熱・脳炎、(3) Q 熱、(4) 狂犬

病、(5) コクシジオイデス症、(6) SARS、

(7) 消化管感染症、(8) 多剤耐性結核、(9) 

炭疽、(10) 天然痘、(11) 鼻疽・類鼻疽、

(12) ブルセラ症、(13) ペスト、(14) ボツ

リヌス症、(15) 野兎病）に加え、さらに

2011～12 年には 20 疾患（(1) 西部ウマ脳

炎、(2) 東部ウマ脳炎、(3) ベネズエラウ

マ脳炎、(4) ダニ媒介性脳炎、(5) ヘンド

ラウイルス感染症、(6) リッサウイルス感

染症、(7) 日本脳炎、(8) 南米出血熱、(9) 

ハンタウイルス感染症、 (10)  (11) Ｂウ

イルス症、(12) ニパウイルス感染症、(13) 

レプトスピラ症、(14) 発疹チフス、(15) チ

クングニア熱、 (16) ロッキー山紅斑熱、 

(17) サル痘、 (18) 黄熱、 (19) 回帰熱、 

(20) デング熱）を追加した。今年度は、2013

年に新たに感染症法に基づく特定病原体

（三種病原体等）に指定された重症熱性血

小板減少症候群（SFTS）をホームページに

追加し、また、三種病原体等の中で掲載が

なかった日本紅斑熱リケッチアも加えた。

これにより一種から三種病原体のすべてを

網羅した。 

 

（２）各医療機関のバイオテロ対策を支援

するための方策： 

バイオテロに関する医療機関の関心や準

備状況はまだ十分ではなく、さらに啓発活

動を行うと共に、バイオテロ対策のガイド

ラインを作成して具体的な対策の指針を示

すことが必要と考えられる。国内の医療機

関の多くは感染防止対策加算の新設に伴い、

院内感染対策にさらに力を注ぐようになっ

ている。しかしバイオテロに関する準備状

況はまだ十分とは言えず、さらなる対応策

が必要と考えられる。そこで本研究におい

ては、医療機関向けのバイオテロ対策のガ

イドラインを作成し、具体的な対策の指針

を示すことを主な目的としている。昨年度

の研究では、バイオテロ対策ガイドライン

の基本骨格を作成し研究班における意見を

求めた。今年度は高病原性インフルエンザ

対策に向けた BCP 作成のガイドライン等を

参考にして、さらにたたき台となる案を作

成した。 

 

Ｄ．考察 

本研究では、一次対応者や対応機関を支

援する目的で最新情報を提供し、緊急時に

事件や環境ないし臨床検体からバイオテロ

関連病原体等を短時間に検出同定する実験

室診断法の開発や病原体ゲノムデータベー
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スの作製および検査診断機関のネットワー

ク化を行った。具体的には、１）特定病原

体等に対する、遺伝子検出法、抗原抗体検

出法、毒素迅速検出法等の迅速診断法の確

立と標準化を行う、２）網羅的検出法とし

て、網羅的ウイルス検出法、網羅的細菌検

出法、超高速ゲノム解読法の確立を行い、

さらに未知の病原体等検出法、病原体のデ

ータベース等の開発と確立を行う、３）電

子顕微鏡を用いた検出法、免疫組織化学的

検出法を確立する、４）検体調整法とスク

リーニング法の普及、検査マニュアルの整

備を行い、地方衛生研究所や検査機関での

対応と検査ネットワークの整備を行う、５）

診断検査支援のため、 バイオテロ対応ホー

ムページを整備し、関係機関との情報交換

を密にするシステムを確立する、の 5 項目

を大きな目標とした。 

バイオテロにおいては患者発生まで潜伏

期間があることから、一次医療機関で感染

症として疑われ臨床診断が行われる可能性

が高い。従って、患者検体を用いての迅速

検査、病原体等の分離同定、および血清抗

体検査、あるいは時に環境検体を用いた病

原体検出が必要である。 

バイオテロに利用される恐れのある病原

体による感染症は、現在わが国では存在し

ないものが多く、臨床医の多くがこれらの

感染症に対する十分な知識や関心も有して

いないのが現状であると思われる。従って

ホームページの作成にあたっては、一般の

臨床医が容易に理解できるような工夫をお

こなうとともに、広い見識を有する感染症

専門家から最新の知見を加えながら常に最

新の情報を提供することが重要である。過

去作製した内容についても、継続的な改訂

作業が必要となる。今年度は、2013 年に新

たに感染症法に基づく特定病原体（三種病

原体等）に指定された重症熱性血小板減少

症候群（SFTS）をホームページに追加し、

また、三種病原体等の中で掲載がなかった

日本紅斑熱リケッチアも加えた。これによ

り一種から三種病原体のすべてを網羅した。 

 

Ｅ．結論 

バイオテロの迅速な検出を可能とし、さ

らに、感染防止策等の迅速な対応策の策定

を可能とすることを目的として、以下の 5

項目に関して研究を行った。１）特定病原

体等に対する、遺伝子検出法、抗原抗体検

出法、毒素迅速検出法等の迅速診断法の確

立と標準化を行った。２）網羅的検出法と

して、網羅的ウイルス検出法、網羅的細菌

検出法、超高速ゲノム解読法の確立を行い、

さらに未知の病原体等検出法、病原体のデ

ータベース等の開発と確立を行った。３）

病理学的、また電子顕微鏡を用いた病原体

検出法、免疫組織化学的検出法の確立を行

った。４）地方衛生研究所への真菌検査の

技術移転を行い、併せて技術移転時におけ

る問題点も明らかにした。５）診断検査支

援のため、 ホームページを整備し、バイオ

テロ対応関係機関との情報交換を密にする

システムの確立を行った。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 特になし 

 

Ｇ. 研究発表 

1.  論文発表 

１）英文発表 

Takahashi T, Maeda K, Suzuki T, Ishido A, 
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